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研究成果の概要（和文）：　プロサポシンは約520アミノ酸残基からなる蛋白質であり、聴覚系において，プロ
サポシンの先天性異常は蝸牛の形態異常を伴う著しい難聴を引き起こす。近年、プロサポシンの受容体としてG
蛋白質共役型受容体（GPR）37およびGPR37L1が同定された。本研究では、マウス蝸牛におけるプロサポシン、
GPR37およびGPR37L1の発現性について検討した。結果、GPR37およびGPR37L1は内有毛細胞のみならず外指節細胞
にも発現していることが明らかとなり、プロサポシンの作用経路の一端が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：     Prosaposin is a glycoprotein composed of approximately 520 amino acid 
residues. In the vestibuloauditory system, luck of prosaposin results in the deafness accompanying a
 severe morphological abnormality of the hair cell.  Recently, G protein-coupled receptor (GPR) 37 
and GPR37L1 are identified as candidates for prosaposin receptors. In this study, the expression 
patterns of prosaposin, GPR37 and GPR37L1 were examined in mouse cochlea.  By reverse 
transcript-polymerase chain reaction, prosaposin, GPR37 and GPR37L1 mRNA were found in mouse cochlea
 cDNA.  By immunofluorescence, both GPR37 and GPR37L1 immunoreactivity were observed in the inner 
hair cell and the outer phalangeal cell. These results indicate prosaposin may affect not only to 
the inner hair cell but also to the outer phalangeal cell.

研究分野： 神経組織学

キーワード： プロサポシン　GPR37　GPR37L1　蝸牛　神経栄養因子
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　プロサポシンは中枢神経系において神経栄養因子として機能しており、プロサポシンの投与により、虚血によ
る神経細胞の遅発性細胞死の抑制効果や、神経細胞再生の促進効果が報告されている。本研究により、蝸牛の恒
常性に関わるプロサポシンの機能的意義の一端が明らかになり、またその受容体の発現性が明らかになったこと
から、外傷性聴覚障害治療へのプロサポシンの応用を考える上での基礎的貢献を果たすことができたと考えられ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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